
松園地区ゾーンバスシステム（盛岡市）：基幹バスと支線バスのシームレスな乗り継ぎシステム

地域と交通の状況 【道路交通渋滞】【公共交通の利用者減少】
・ 盛岡市では、郊外から都市中央部へのマイカー通勤者の増大で、朝夕の交通渋滞が激しさを増し、バスの走

行環境が悪化、さらにバス利用者が減少するという悪循環に陥っていた。

活用メニュー（制度・協議会等） 【オムニバスタウン整備費総合事業】
・ 平成 12 年 2 月、盛岡市は国からオムニバスタウン計画の地域指定を受け、平成 11～15 年度を実施期間とし

た。
・ オムニバスタウン計画として、ゾーンバスの実証運行を市が主体となり国庫補助を受けて実施した。その他ミニ

バスターミナル整備、バスロケーションシステム整備、ハイグレードバス停整備はバス協会が事業主体となり、
国・県・市の補助を受けて実施した。

サービス内容 【ゾーンバスシステム】
【乗継運賃】

・ オムニバスタウン計画の中心に、「ゾーン
バスシステム」の導入がある。これは、主
に住宅地を運行する支線バスと市中心部
へ向かう基幹バスから成り立ち、途中に設
置するミニバスターミナルで乗り換えるシス
テムである。市内の松園地区において最初
に導入された

・ 松園地区では支線バスとして 6 ルートを設定
したほか、途中停留所からの利用者に対応
するため途中始発を設定した。

・ 利用者の乗り継ぎのデメリット感を緩和する
ため乗り継ぎ割引き運賃を設定した。

・ 基幹バス区間の速達性と定時性を高めるため、市道に設置されていたバス専用レーンを延伸した。
・ 都心部では循環バス「でんでんむし」を設定して、盛岡駅を起点とした５つの中心商店街を結ぶ循環路線を設

定した。
・ ゾーンバスシステムは、松園地区に続き、都南地区や青山地区に展開された。

技術 【公共車両優先システム（PTPS）】【バスロケーションシステム】
・ ゾーンバスシステム導入に合わせ、公共車両優先システム（PTPS）やバスロケーションシステムを導入した。
・ PTPS の導入に当たっては、警察の協力を得た。
・ バスロケーションシステムは、都心ターミナル、ミニバスターミナル、ハイグレードバス停、鉄道とバスの乗り継ぎ

駅、病院などに設置した。
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行政の懇話会開催と実務レベル会議実施 【プロセス：体制構築】
・ オムニバスタウン計画の遂行に当たって各種市民団体の代表、業界団体の代表、学識経験者、公募による一

般市民および行政機関をメンバーとする懇話会を開催し、その場において現状と課題分析、施策の検討、計
画の進め方の検討、目標の設定などが行われた。

・ 上記に合わせ、市の内部および懇話会参加の各機関から実務担当者レベルが定期的に集まり、具体的な問
題や懇話会に諮る内容を検討する場が設定されていた。

運行開始後のフォローアップ 【プロセス：フォローアップ】
・ 松園地区では、盛岡市と岩手県交通は運行開始後も利用状況をきめ細かくフォローアップし、2ヶ月後と5ヵ月

後にダイヤ改正を実施した。当初は利用者からの接続の悪さなどに対して苦情が多く出たが、ダイヤ改正によ
って急減していった。

バス事業者との調整 【調整：対事業者】
・ オムニバスタウン事業の実施に当たって、市はバス事業者と直接協議を行わず、バス協会と協議を行った。バ

ス事業者間の利害調整等はバス協会に依頼した。

市全体の渋滞対策としての位置づけ 【知見：政策の位置づけ方】
・ 盛岡市では、バス路線再編を一事業者への支援ではなく、すでに社会問題化していた市全体の渋滞対策とし

て位置づけた。もともと市が率先垂範して時差通勤などの施策を実施していたことから、新たな施策について議
会などの理解を得られやすい素地があった。また道路を作るだけでは渋滞の問題は解決しないとの論調が議
会やマスコミで共有された。

ゾーンバスシステム単独では成功しない 【教訓：他施策との合わせ技が必要】
・ 松園地区でのゾーンバスシステムは利用者が増加したが、その他の地区では必ずしも利用者増に結びついて

いない。これは松園地区ではバス専用レーンと組合わせられたのに対して他ではそれができなかったことがひ
とつの要因である。ゾーンバスシステム単独では成功は困難であり、他施策との合わせ技が必要である。

 プロセスと調整
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効果 【利用者数の維持】【時間短縮】
・ オムニバスタウンの導入後の盛岡市のバス利用者数は、

下げ止まりの傾向を示している。
・ 所要時間約 30 分の松園から都心部のルートで、ゾーン

バスの実施、バスレーンの延長、急行便の設定等で約 5
分短縮が実現した。

負担 【市町村負担】
・ ゾーンバスシステム全体にかかった費用は 5 年間で約

16億円であった。このうち市が約6億円を負担している。
・ 内訳では、実証運行の経費、バスロケーションシステム・

ミニターミナル整備費等が多い。
図．バス利用者の推移
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連絡先：盛岡市建設部交通政策課 電話 019-651-4111

参考 URL：盛岡市オムニバスタウン http://www.city.morioka.iwate.jp/08kensetu/rkeikaku/tdm/index.html
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